
１月号

12月20日、佐賀公民館で「もちつき大会」が行われ、地

域の子どもから大人まで、大勢が参加してもちをつきました。

子どもたちは、重いきねを力いっぱい持ち上げ、よもぎも

ち、みかんのもちなどをたくさん作りました。

また、12月６日には、世代交流もかねた「しめ縄づくり

教室」も行われ、みんな楽しい時間を過ごしていました。

楽しい「もちつき大会」

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■新年のあいさつ（Ｐ２）

■下水道使用料と水道料金が一括徴収（Ｐ３）

■長寿医療制度と国民健康保険からの

お知らせ（Ｐ６～７）

■確定申告・町県民税の申告について（Ｐ４～５）

■まちの話題（Ｐ９～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel 0820（56）7120<企画課>
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迎

春

平
生
町
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
21
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
政
治
、
経
済
の
状
況

が
劇
的
に
変
化
し
た
年
で
し
た
。

特
に
、
米
国
発
の
金
融
危
機
に
端

を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
の
経
済
も
失
速
。
減

産
や
倒
産
、
リ
ス
ト
ラ
が
相
次
ぎ
、

景
気
、
雇
用
情
勢
は
深
刻
さ
を
増

し
、
国
民
生
活
や
地
域
経
済
の
疲

弊
に
追
い
討
ち
を
か
け
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
経
済
、
雇
用
の
不

安
心
理
が
社
会
不
安
に
拍
車
を
か

け
な
け
れ
ば
い
い
が
と
、
祈
る
よ

う
な
昨
今
で
す
。
実
効
性
の
あ
る

景
気
対
策
や
雇
用
対
策
が
迅
速
か

つ
的
確
に
機
能
す
る
よ
う
、
今
こ

そ
政
治
が
責
任
を
果
た
す
よ
う
訴

え
て
い
く
所
存
で
す
。

さ
て
、
平
成
10
年
12
月
、
私
が

町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
丁
度
10
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
、
首
長
と

し
て
の
重
責
を
痛
感
し
な
が
ら
、

使
命
感
を
燃
や
し
突
っ
走
っ
て
き

ま
し
た
だ
け
に
、
歳
月
の
経
過
の

早
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
感
慨
一
入

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
町
政
を
運
営
で
き
ま

す
の
も
、
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
機
会
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
る
次
第
で
す
。
私
は
就
任

以
来
、
住
民
の
皆
様
と
の
“
対
話
”

を
通
じ
、
行
政
と
住
民
の
“
信
頼
”

を
ベ
ー
ス
に
『
第
３
次
平
生
町
総

合
計
画
』
の
掲
げ
る
「
未
来
を
ひ

ら
き
　
人
も
ま
ち
も
　
い
き
い
き

輝
く
　
平
生
」
を
目
指
し
、
町
政

の
諸
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
厳
し
い
地
方
財

政
状
況
に
あ
っ
て
、
行
財
政
改
革

を
通
じ
た
財
政
の
健
全
化
や
、
地

域
の
力
を
引
き
出
す
“
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
”
に
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

開
局
や
風
力
発
電
所
の
増
設
な
ど

着
実
な
事
業
の
進
展
を
み
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
当
面
す

る
学
校
の
耐
震
化
の
推
進
な
ど
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
す
。
さ
ら
に
、
次
期
総
合

計
画
の
策
定
作
業
や
平
成
22
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次
行
政

改
革
大
綱
な
ら
び
に
実
施
計
画
や

新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
化
の
検
討
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
、
そ
の
基
盤

を
一
層
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
す
る

た
め
の
諸
々
の
準
備
に
取
り
か
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
町
町
政
に
対
し
、

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

本
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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現
在
、
町
役
場
建
設
課
が
徴
収
し
て

い
る
「
下
水
道
使
用
料
」
と
、
田
布

施
・
平
生
水
道
企
業
団
が
徴
収
し
て
い

る
「
水
道
料
金
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々

に
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

使
用
者
の
利
便
性
と
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
平
成
21
年
４
月
請
求
分
か

ら
「
下
水
道
使
用
料
」
と
「
水
道
料
金
」

を
、
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
が
一

括
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

徴
収
の
一
本
化
に
よ
り
、
料
金
の
支

払
い
方
法
な
ど
に
変
更
が
生
じ
る
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
井
戸
な
ど
下
水
道
使
用
料
の

み
の
人
に
つ
い
て
も
、
田
布
施
・
平
生

水
道
企
業
団
が
徴
収
し
ま
す
。

※
今
回
の
統
合
は
、
公
共
下
水
道
使
用

料
の
み
で
す
。
公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
や
、
佐
賀
地
区
に
お
け
る
漁

業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
・
受
益
者

分
担
金
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で

す
。

※
上
下
水
で
別
々
の
名
義
や
口
座
に
さ

れ
て
い
る
人
以
外
、
特
に
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
様
式
が
統
一
に

下
水
道
と
水
道
の
使
用
届
出
書
と

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
様
式
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

●
下
水
道
使
用
料
の
算
定
方
法
が
変
更

月
の
途
中
で
の
開
始
・
中
止
の
場

合
の
計
算
方
法
や
料
金
計
算
の
端
数

処
理
を
水
道
料
金
の
方
法
に
併
せ
ま

す
。

・
中
途
計
算
方
法

水
量
・
日
数
に

よ
り
、
基
本
料
金
を
計
算
し
ま
す
。

・
料
金
計
算
の
端
数
処
理

「
10
円

未
満
の
端
数
切
り
捨
て
」
が
「
１

円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
」
に
変

わ
り
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
か
ら

下
水
道
使
用
料

◆
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い

町
役
場
建
設
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

Tel
（
５
２
）
２
４
０
０

(株)
ス
ー
パ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
受
託
会
社
）

Tel
（
５
２
）
３
１
２
８

○
支
払
い
方
法

●
『
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
』
で

お
知
ら
せ

下
水
道
使
用
料
を
口
座
振
替
と
し

て
い
る
場
合
に
送
付
し
て
い
ま
す

「
下
水
道
使
用
料
金
納
入
通
知
書
兼
領

収
書
（
口
座
振
替
）
」
「
下
水
道
使
用

料
金
口
座
振
替
済
通
知
書
」
に
つ
い

て
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
各

戸
配
布
し
て
い
ま
す
『
使
用
水
量
の

お
知
ら
せ
』
の
中
で
、
下
水
道
使
用

料
と
水
道
料
金
を
合
計
し
た
「
請
求

予
定
金
額
」
「
口
座
振
替
済
の
お
知
ら

せ
」
と
し
て
記
載
し
、
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
各
期
別
の
呼
び
方
が
変
更

平
成
21
年
４
月
請
求
分
（
３
月
検

針
分
）
か
ら
、
期
別
の
呼
び
方
を
実

際
の
使
用
期
間
に
近
づ
い
た
呼
び
方

に
変
更
し
ま
す
。

「
水
道
料
金
」
と
「
下
水
道
使
用

料
」
を
併
せ
た
「
上
下
水
道
料
金
」

を
、
こ
れ
ま
で
の
使
用
口
座
か
ら
振

替
し
ま
す
。

・
口
座
振
替
日

従
来
ど
お
り
偶
数

月
末
で
す
。
た
だ
し
、
月
末
が
金
融

機
関
休
業
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日

が
振
替
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
残
高
不
足
な

ど
で
引
落
し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
翌
月
に
「
再
振
替
の
お
知
ら
せ

（
督
促
）
」
を
発
送
し
、
そ
の
月
末
に

再
振
替
を
し
ま
す
。

◆
納
入
通
知
書
に
よ
る
お
支
払
い

「
水
道
料
金
」
と
「
下
水
道
使
用

料
」
を
１
枚
の
納
入
通
知
書
に
し
ま

す
。

・
料
金
の
支
払
い
時
期

従
来
ど
お

り
偶
数
月
末
で
す
。

・
料
金
の
支
払
い
場
所

町
役
場
出

納
室
、
納
入
通
知
書
裏
面
に
記
載
し

た
取
扱
金
融
機
関
や
主
要
な
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
す
。
（
バ
ー
コ
ー

ド
印
字
の
な
い
納
入
通
知
書
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支
払
い

は
で
き
ま
せ
ん
。）

と

が
一
括
徴
収
に
な
り
ま
す

水
道
料
金

■問合せ先

※
こ
れ
に
よ
り
、
２
月
と
４
月
請
求
分

で
、
表
記
上
で
重
複
し
た
月
が
発
生

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
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確定申告のご相談・お問い合わせは　　光税務署　Tel０８３３（７１）０１６６

◎大切なのは、自分で書くことです

◎郵送でも確定申告を

税務署では、納税者が自ら正しい申告と納

税を行う「申告納税制度」の趣旨に基づき、

確定申告書などをご自分が作成し、申告して

いただく「自書申告」を推進しています。

なお、確定申告会場では、ご自身で確定申

告書などを作成していただき、お分かりにな

らない点などにつきましては、アドバイスを

いたします。

税務署は、期限間近になると大変込み合い、

長時間お待ちいただくことになります。郵送

でも受けつけていますので、申告書を自分で

お書きになり、郵送で提出しましょう。

◎便利な納税振替

所得税と個人事業者の消費税および地方消

費税は、銀行や郵便局などの預貯金口座から

振替によって納税する便利な振替納税の制度

があります。

手続きは簡単です。税務署、または金融機

関までお問い合わせください。

申告と納付期限

◇所得税 ３月16日（月）まで
◇贈与税 ３月16日（月）まで
◇消費税および地方消費税（個人事業者）

３月31日（火）まで

●確定申告が必要な人

○事業所得（商業、工業、農業、漁業などからの所得）や不動産所得（地代、家賃）などのある人で、１年

確定申告する義務のない人でも、次の場合、

確定申告をすると源泉徴収された所得税が還

付されることがあります。

○マイホームをローンなどで取得したとき

○多額の医療費を支払ったとき

○災害や盗難にあったとき

○年の途中で退職し、再就職をしなかった人

で、年末調整を受けなかったときなど

◎光税務署では、次のとおり申告相談を受け付けてい

ます。

収入が公的年金のみの人や、医療費控除等還付申告

の人は、下記「確定申告期間前相談会」をご利用くだ

さい。

※光税務署からのお知らせ

間の所得金額の合計額が、所得控除合計額

を超える人

○土地、建物などを譲渡した人

○サラリーマンで年収が2,000万円を超える

人、給与以外の所得が20万円を超える人、

２カ所以上から給与を受ける人など

◆申告すれば税金が戻る人

●期間 ２月16日月～３月16日月

（相談時間：午前９時～午後５時）

●場所　光税務署

※光税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日など）は、税務署

での相談および申告書の受付は行っておりませんが、申

告書を郵送または税務署の時間外収受箱に投函すること

により、提出することができます。

今年の確定申告はｅ-Ｔａｘで！
～ 国税電子申告・納税システム ～

●国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）「確定申告

書等作成コーナー」を利用すれば、直接電子申告が可能

です。

●平成20年分の所得税の確定申告書の提出を、本人の電子

署名および電子証明書を付して、ｅ-Ｔａｘを利用して行

うと、所得税額から最高5,000円の控除を受けることがで

きます。（平成19年分の確定申告で本控除の適用を受け

た人を除きます。）

●医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票など、一定の第

３者作成書類の添付を省略できます。

ただし、確定申告期限から３年間の保存が必要です。
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町県民税申告のご相談・お問い合わせは　　町役場税務課　Tel（５６）７１１４

●町県民税の申告をしなければならない人

申告期限　３月16日（月）まで

◆町役場税務課では、下記の日程で申告相談を行いますのでお気軽にご利用ください。

平成21年１月１日に平生町内に住所を有する人は、３月16
日までに町県民税の申告をしなければなりません。

◇申告に必要なもの

○印章
○所得の計算根拠となる書類
※給与所得および公的年金所得のあ
る人は源泉徴収票（原本）

○国民年金保険料の控除証明書、生命
保険・地震保険・個人年金保険の控
除証明書、または領収書（原本）
○障害者の人は、身体障害者手帳など、
または事実を確認できる書類
○計算機

ただし、次の①～③に該当する人は申告の必要はありません。
①所得税の確定申告をした人
②前年中の所得が、給与所得だけで、勤務先から町へ給与支払
報告書が提出されており、他に控除の必要のない人
③前年中の所得が、公的年金だけで、公的年金の支払者から町
へ公的年金支払報告書が提出されており、他に控除の必要の
ない人

これに該当しない人は、平成20年１月１日から12月31日ま
での１年間に生じた所得（給与・農業・営業・漁業・その他）
を、多少にかかわらず、申告しなければなりません。
また、収入がない人でも、国民健康保険または長寿（後期高
齢者）医療保険の加入者については申告が必要ですので、必ず
申告してください。

※上記の期間中、税務課職員の多くは申告会場に出向きます。したがいまして、本庁舎税務課の窓口では最小限
の職員での対応となります。申告相談につきましては、できる限り上記申告会場へお越しください。
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これまで、月の途中で75歳の誕生日を迎えられた人は、その誕生月は、それまでの医療保険と誕生日

から加入となる長寿医療制度の２つの制度に加入していることとなるため、自己負担額はそれぞれの制度

の限度額まで支払う必要がありました。これからは、75歳の誕生月には、それぞれの制度の限度額が半

分までとなり、誕生月の負担が増加するという問題が解消されることになります。

国民健康保険からのお知らせ

●75歳の誕生月における負担増が解消されます

１月から、医療費の自己負担などが変わります

●医療費負担が新たに３割となった人の判定基準の見直しがされます

※１日生まれの人は、誕生月に加入する制度が長寿医療制度のみとなり、負担が増加しないため、対象外となります。

※平成20年４月～12月に75歳になり、長寿医療制度の被保険者となった人も、さかのぼって適用となります。

長寿医療制度へ加入することによって医療機関での窓口負

担の割合が新たに「３割」となった人のうち、次の要件に該

当する人は、申請により「１割」に軽減されます。

『３割（自己負担限度額「一般」適用）』の被保険者証ま

たは高齢受給者証をお持ちの人は対象となります。また、平

成20年12月までに該当していた人には、すでに通知をして

おります。

※１：収入とは、前年（平成19年）の所得税法上の収入金額

（退職所得にかかる収入金額を除く）であり、必要経費や公的年

金等控除、基礎控除などの控除金額を差し引く前の額のことです。

70～74歳の国民健康保険の被保険者の場合も、次の要件

に該当する人は、申請により「１割」に軽減されます。

同一世帯内に、国民健康保険の被保険者は１人だけであり

（①）、また同一世帯内に国民健康保険から長寿医療制度に移

行する人がいて（②）、①と②の人の収入※１の合計額が520万円

未満の場合

同一世帯内には、長寿医療制度の被保険者は１人だけ

であり（①）、また同一世帯内に70～74歳の人がいて

（②）、①と②の人の収入※１の合計額が520万円未満の場合
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年金天引きの対象となる人の長寿医療制度または国民健康保険の保険料（税）について、口座振替での

納付方法への変更の要件が緩和されました。撤廃される要件は次のとおりです。

年金天引きから口座振替へ、納付方法の変更要件が緩和されました

たり３万円程度、出産費用の負担が増えます。この費

用負担の緩和を図るため、１月以降の出産育児一時金

の支給額について見直しがされ、３万円を上限に引き

上げられることになりました。（35万円→38万円）

なお、引き上げ分の支給対象は、産科医療補償制度

に加入する医療機関・助産所などにおいて出産した場

合です。

①２年間、国民健康保険の保険税の納め忘れがなかった人で、本人が口座振替で納める場合。

②世帯主・配偶者が、本人（年金収入が180万円未満の人）に代わって口座振替で納める場

合。（長寿医療）

これらの限定がなくなり、申し出により口座振替による納付への変更が可能です。平成21年４月から

実施され、現在、年金天引きで納付されている人または４月から年金天引きが実施される予定の人には、

個別に通知をお届けします。（４月から年金天引きの停止を希望される人は、１月中に申請をしてくださ

い。）

なお、口座振替に変更後、振替不能により納め忘れが続く場合には、年金天引きに切り替わる場合もあ

りますのでご注意ください。

１月から国保の出産一時金の支給額が変更になります

■問合せ先

○長寿医療制度に関すること

山口県後期高齢者医療広域連合事務局　Tel083（921）7111

町役場町民課　保険年金班　Tel（56）7113

○国民健康保険に関すること

町役場町民課　保険年金班　Tel（56）7113

町役場税務課　Tel（56）56-7114〔保険税とその納付に関すること〕

※２：分娩に係る医療事故により脳性麻痺となった子ど

もとその家族に補償金を支払うもので、その補償のため

に損害保険に加入する仕組み。

産科医療補償制度※2が創設され、平成21年１月１日以降の出産から、保険料（掛金）として１分娩あ

所得税・住民税の社会保険料控除については、その保険料を支払った人に適用されます。年金天引きの

場合は年金受給者本人に、口座振替の場合は、その口座により支払った人に適用されることになります。

長寿医療（後期高齢者医療）制度と
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平生小学校

平生小学校では、11月26日、平生小ブランドみそ作りを行いました。

各クラスごとに、みそ作り最終段階の工程を、平生みそ加工所のボランティアの方々に指導していた

だきながら楽しく体験しました。平生みそ加工所は、平生小から徒歩３分の所にあり、学校給食で使う

みそもここから仕入れています。当日は５名のボランティアの方々に来ていただき、みそ作りのポイン

トなど指導していただきました。

みそ作りの材料は、大豆、米麹、天塩です。大豆は、子どもたちが６月に植えて育てたものです。

11月に入ったころから、毎日少しずつ収穫しました。今年は昨年に比べてかなりたくさん収穫できま

したが、それでも少し足りないので、加工所の方から足してもらいました。米麹は小米を使って加工所

で作られたものです。

まず、米麹の作り方や大豆のゆで方、そして最後のたる詰めまでのみそ加工所でのみそ作りの様子を

DVDで見ました。次に、各班ごとにすり鉢、すりこぎを

使って大豆、米麹、天塩を混ぜた物をつぶします。最初は

ボロボロの状態のものが、しっかりつぶすことで団子状に

固まってきます。子どもたちは、代わる代わる一所懸命す

りこぎを使ってつぶしました。しっかりつぶすことがおい

しいみそにするポイントだからです。できあがったら、た

るの中へ詰めます。そして、手のひらでしっかりたたいて

空気を抜きます。最後に、密封して仕込みの出来上がりで

す。

来年６月にはおいしいみそになっていますように！

平生小ブランドみそ作り（４年生　総合的な学習の時間）

このシリーズは、隔月掲載しています

シリーズ

●中央公民館にオストメイト対応トイレ

浄、患部のケアな

どを行うことがで

き、また、温水シ

ャワー機能も付い

ています。操作は

簡単にできますの

で、積極的にご活

用ください。

オストメイト（人工肛門や人工膀胱などの保有

者）の福祉向上と社会参加を促進するため、オス

トメイトが安心して利用できるオストメイト対応

トイレを平生町中央公民館に整備しました。

このトイレ設備では、排泄物処理や補装具の洗

町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

●社会福祉協議会に点字タイプライター

障害者福祉の向上に向けた整備を行いました

視覚障害者に対する情報バリアフリー支援のた

め、点字タイプライター２台を平生町社会福祉協議

会に貸与いたしました。どなたでも利用できますの

で、点字作成の際には積極的にご活用ください。

■問合せ先

町役場健康福祉課　Tel（56）7115
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

町
内
各
地
で
は
、
新
年
に
備
え
て
も
ち
つ
き
や
し
め
縄
づ

く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
世
代
交
流
し
め
縄
づ
く
り
教
室

（
12
／
13

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

三
世
代
交
流
し
め
縄
づ
く
り
教
室

（
12
／
13

曽
根
公
民
館
）

三
世
代
交
流
し
め
縄
づ
く
り
教
室

（
12
／
13

大
野
公
民
館
）

三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
大
会

（
12
／
７
　
大
野
公
民
館
）

竹
と
ん
ぼ
を
作
ろ
う
！

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
先
生
な
ど

に
作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
小
刀
を
握
り
、
竹
を

削
っ
て
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。

昔
な
が
ら
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で

あ
る
竹
と
ん
ぼ
を
通
じ
て
、児
童
は
、

お
も
ち
ゃ
を
自
ら
の
手
で
作
る
こ
と

を
学
び
、
ま
た
参
加
し
た
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
も
深
め
、
最
後

は
み
ん
な
で
空
高
く
竹
と
ん
ぼ
を
飛

ば
し
ま
し
た
。

ほのぼの交流会

佐賀小学校の４年生児童10人は、12月

４日、デイサービスほのぼのセンターひら

お（大野南）を訪れ、高齢者との交流をは

かる「ほのぼの交流会」を行いました。

交流会では、歌やピアノ、リコーダーの

演奏などを披露した後、紙皿に描いた手作

り絵画を同センターの利用者へ贈りまし

た。

おやつを一緒に食べて、和やかな会話と

ともに、高齢者との交流を楽しみました。

体
験
農
園
で
収
穫
祭

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
」

で
は
、
12
月
８
日
、
２
度
目
の
収
穫
祭
が
催
さ
れ
、
農

業
体
験
者
や
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

体
験
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
園
の
栽
培
管
理

を
行
っ
た
後
、
農
園
で

栽
培
し
た
「
さ
つ
ま
い

も
」
「
じ
ゃ
が
い
も
」

な
ど
の
野
菜
を
使
っ
た

「
い
も
煮
」
を
調
理
。

交
流
会
で
は「
い
も
煮
」

を
食
べ
な
が
ら
、
お
互

い
の
体
験
や
成
果
を
発

表
し
あ
い
、
親
睦
を
深

め
る
楽
し
い
収
穫
祭
と

な
り
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
・
し
め
縄
づ
く
り

12
月
２
日
、
平
生
小
学
校
で
は
、
４
年
生
児
童
を
対
象
と
し
た
竹

と
ん
ぼ
作
り
が
同
小
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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12月21日、第20回サッカーフェスティバルが永大グ

ランドで開かれました。

参加した16チームは、雨の中でリーグ戦・トーナメ

ント戦計５試合を戦って、優勝を目指しました。優勝・

準優勝の結果は、次のとおりです。

サッカーフェスティバル

優　勝：小屋町ＦＣ　　準優勝：フラジール

全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

く
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

12
月
15
日
、
町
役
場
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

４
歳
の
と
き
、
迷
子
に
な

っ
た
と
こ
ろ
を
警
察
官
に
助

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
交
通

安
全
子
ど
も
自
転
車
山
口
県

大
会
に
向
け
て
、
熱
心
に
指

導
し
て
も
ら
っ
た
平
生
警
察

署
地
域
交
通
課
の
山
下
課
長

と
の
出
会
い
な
ど
を
作
文
に

綴
り
、
県
内
で
唯
一
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

第
17
回
全
国
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
わ
た
し
の
ま
ち
の

お
ま
わ
り
さ
ん
」
高
学
年
の
部
で
、
平
生
小
６
年
の
森
田
真
治

＜少年柔道大会＞ ＜平生町卓球大会＞
11月30日、第32回平生町近郷少年

柔道大会が武道館で開かれました。
12月７日、平生町卓球大会が町体育館で開か

れ、熱戦を繰り広げました。結果は、次のとお

りです。（優勝者掲載／敬称略）

◆シングル
＜一般・高校生＞　男子：重歳幸成　女子：高瀬恵子
＜中学生＞　男子：大上昂己　女子：善村侑未
＜小学生＞　女子：曽田朋花

◆ダブルス
＜一般・高校生＞　男子：高瀬邦夫・重歳徳士
＜一般・高校生＞　混合：鍵谷育則・新原恵理
＜中学生＞　男子：樋口貴也・鶴田千佳人
＜中学生＞　女子：善村侑未・古川恵美里

内
閣
府
の
社
会
参
加
章
を
受
章

社
会
参
加
活
動
事
例
」
（
年
齢

に
と
ら
わ
れ
ず
に
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
高
齢
者
な

ど
）
の
団
体
と
し
て
選
ば
れ
、

社
会
参
加
章
を
受
章
し
、
12
月

１
日
、
同
会
代
表
の
西
川
さ
ん

夫
妻
が
報
告
の
た
め
町
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
地
域
の
清
掃

や
子
ど
も
見
守
り
活
動
、
里
山

の
環
境
保
全
な
ど
、
高
齢
者
団

体
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

竪
ヶ
浜
老
人
ク
ラ
ブ
内
の
グ
ル
ー
プ
「
百
寿
会
」
が
、
内
閣

府
が
実
施
し
て
い
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
お
よ
び△森田くんと山下地域交通課長

町内の入賞者は、次のとおりです。
（敬称略）

◎個人戦
・男子２年の部　優勝　田中大登
・男子５年の部　３位　田中大誠
・男子６年の部　２位　瀬戸孝宏
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児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
12
／
19

中
央
児
童
館
）

ま
ち
・
む
ら
地
区

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
12
／
21

勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
）

す
く
す
く
セ
ミ
ナ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ

（
12
／
12

保
健
セ
ン
タ
ー
）

曽
根
地
区

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
12
／
21

曽
根
公
民
館
）

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

人権週間（12月４日から人権デーである10日まで）

の期間中、人権尊重の普及啓発活動が全国的に展開さ

れました。

本町では、人権週間初日の12月４日、人権擁護委

員の立野恭子さん（大野北）、中嶋一成さん（竪ヶ浜）、

中尾一眞さん（佐賀）が広報車で町内を巡回した後、

町内の店舗入口で人権尊重の啓発ティッシュを配布す

るなどして、人権週間をＰＲしました。

また、12月６日には、世界人権宣言60周年　平成

20年度「人権週間のつどい」が町武道館で開かれま

した。

つどいでは、第28回全国中学生人権作文コンテス

ト周南地区大会表彰式と平生中学校への感謝状贈呈式

が行われ、町内の表彰者である村上侑子さん（平生中

３年）【山口県大会奨励賞】と脇村佳孝くん（平生中

３年）が、代表作文発表を行いました。アトラクショ

ンとしては、コーラスグループ「コールみやま」の歌

声が会場を沸かせ、講演では、俳優の正司歌江さんが、

「いかせ！命　人と人、心と心のふれあい」を演題に、

満員の会場に語りかけました。
△講演を行う正司歌江さん

世界人権宣言60周年

人権週間のつどい

△人権擁護委員による啓発活動
（左から立野さん、中尾さん、中嶋さん）

△代表して作文を発表する村上さんと脇村くん
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・
い
こ
い
の
場

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・
い
こ

い
の
場
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
Tel
（
５
６
）
７
１
４
１

「
メ
タ
ボ
撃
退
、
大
作
戦
！
」
と
は
り

き
っ
て
い
た
人
も
、
年
末
、
年
始
の
楽
し

い
集
い
で
、
す
っ
か
り
元
の
体
に
戻
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
　
で
も
大
丈
夫
！
「
新
年

の
誓
い
」
で
改
め
て
取
り
組
め
ば
よ
い
の

で
す
。
新
年
は
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

良
い
機
会
で
す
。

例
え
ば
、
手
軽
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
背
筋
を
伸
ば
し

て
さ
っ
そ
う
と
歩
け
ば
、
改
め
て
何
か
で

き
そ
う
な
気
分
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

水
中
運
動
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
、
で
き

る
だ
け
長
い
時
間
続
け
ら
れ
る
運
動
が
効

果
的
で
す
。
こ
れ
ら
の
運
動
で
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
脂
肪
が
多
く
使
わ
れ
る

か
ら
で
す
。
日
ご
ろ
運
動
習
慣
の
な
い
人

は
、
「
楽
」
と
感
じ
る
程
度
か
ら
始
め
、

▽
脂
肪
を
燃
焼
す
る
運
動

シ
リ
ー
ズ

No.571

野菜やきのこをたっぷり巻いてボリュームアップ

すれば､少ないお肉でも満足できます。

《材　料》　４人分

《作り方》

①ハナッコリーは長さを半分に切り、エリンギは縦

に半分に切る。パプリカは縦半分にして２cm幅

に切り、硬茹でにする。

②豚肉２枚を少し重ねて広げ、軽く塩、こしょうを

して①を並べ、少しきつめに巻く。

③②に小麦粉、卵、パン粉の順につける。

④揚げ油を170℃に熱し、③をゆっくりと揚げる。

⑤④を食べやすい厚さに切り､皿に並べる。

⑥Ａを混ぜてソースを作り､⑤に添える。

豚肉（モモ） ８枚

ハナッコリー　　　４本

エリンギ　　　　　２本

パプリカ（赤、黄）各1/2個

小麦粉、卵、パン粉

揚げ油

塩、こしょう(黒)

ウスターソース 大さじ１

トマトケチャップ 大さじ３

練りからし 小さじ1/2

豚肉ロール

「
メ
タ
ボ
撃
退
、
大
作
戦
！
」

No.

10

Ａ

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
家
族
や
自
分
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
が
あ
る

・
飲
酒
問
題
で
困
っ
て
い
る

・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
精
神
疾
患
の
診
察
を
受
け
た
い

・
退
院
後
の
家
族
の
受
入
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か

・
認
知
症
に
関
す
る
相
談

●
場
所

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
日

毎
月
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　

●
担
当
者

や
な
い
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
お
よ
び
町
保
健
師

●
随
時
相
談

来
所
、
電
話
、
訪
問
な
ど
に
よ
る
相

談
に
つ
い
て
も
保
健
師
な
ど
が
随
時

対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
速
度

や
距
離
を
伸
ば

し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
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畑
を
た
が
や
し
、
作
物
を
植
え
、

収
穫
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園

「
ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
」
は
、

体
験
者
へ
１
年
間
、
農
地
（
畑
の

一
部
分
）
を
貸
し
出
し
、
月
１
回

の
栽
培
教
室
を
併
せ
て
行
う
も
の

で
す
。

平
成
18
年
度
に
お
け
る
国
内
の

食
料
自
給
率
は
39
％
の
低
水
準
と

な
っ
て
お
り
、
耕
地
面
積
や
農
業

就
業
者
数
も
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
の
産
地
偽
装
や

流
通
の
不
正
な
ど
に
よ
り
、
消
費

者
の
食
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず
、

農
作
物
を
自
ら
栽
培
し
て
農
業
生

産
者
の
苦
労
や
作
物
の
生
長
過

程
、
収
穫
の
喜
び
な
ど
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
採
れ
た
て
の
お
い
し

い
野
菜
を
家
庭
で
味
わ
っ
て
も
ら

う
の
が
一
番
だ
と
い
う
思
い
か

ら
、
今
年
の
４
月
に
体
験
農
園
を

開
園
し
ま
し
た
。
運
営
は
、
町
内

の
農
業
生
産
者
、
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
、
町
、
県
が
協
働
で
行
い
、

現
在
は
、
19
名
の
方
が
体
験
農
園

で
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

夏
野
菜
の
主
な
栽
培
農
作
物

は
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
オ
ク

ラ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
で
、

現
在
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
じ

ゃ
が
い
も
、
た
ま
ね
ぎ
な
ど
を
主

に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
採
れ
た
て

を
生
の
ま
ま
食
べ
る
な
ど
、
栽
培

者
し
か
で
き
な
い
体
験
を
味
わ
い

ま
し
た
。

体
験
農
園
の
活
動
は
、
ま
だ
初

年
度
と
あ
っ
て
、改
善
点
も
多
く
、

今
後
も
体
験
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、

体
験
者
の
中
か
ら
野
菜
の
栽
培
知

識
を
習
得
さ
れ
た
人
が
、
消
費
者

か
ら
自
耕
栽
培
者
へ
、
そ
し
て
農

業
生
産
者
へ
と
な
ら
れ
る
人
が
現

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
内

の
農
業
が
衰
退
し
て
い
く
中
で

の
、
小
さ
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す

が
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

な
お
平
成
21
年
４
月
に
は
、
第

２
期
生
の
体
験
が
始
ま
り
ま
す
。

募
集
は
近
々
、
広
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
運
営
協

議
会
事
務
局（
町
役
場
経
済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

※
食
料
自
給
率
の
値
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
す
。

１月…19日月、26日月、31日（土／月末整理日）
２月…２日月、９日月、11日（水／建国記念の日）

《一般書》

《児童書》

いつかＸ橋で

熊谷達也　著

光

三浦しをん　著

北緯１４度

絲山秋子　著

私の好きな日本人

石原慎太郎　著　

てんごくのおとうちゃん

長谷川義史　作

とうさんのあしのうえで

いもとようこ　作・絵

「おまえだ！」とカピバラはいった

斉藤　　洋　著

やまんばあさんとなかまたち

富安陽子　作

たこあがるかな

秋山幸雄　作

子どもが本好きになる七つの法則

有元秀文　著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
『人間の覚悟』

五　木　寛　之 著

これから数十年は続くであろう

下山
げざん

の時代のなかで、国家にも人の

絆にも頼ることなく、人はどのよう

に自分の人生と

向き合えばいい

のか。だれもが

生き生きとした

人生を歩めるよ

うに、人間存在

の根底から語る

全７章。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分



【交通安全標語】

４月から、
平生警察署は柳井警察署へ統合されます

止まってる　車のかげに　危険あり （平成20年「交通安全年間スローガン」）
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振り込め詐欺にあってしまいました。振り込んだお金を取り

戻すには、どうしたらよいのでしょうか。

すぐに警察や金融機関に連絡し、振り込んだ預金口座の取引

停止を求めてください。

振り込め詐欺救済法（犯罪利用預金口座等に係る資金による被害

回復分配金の支払等に関する法律）が平成20年６月に施行され、

金融機関は、犯罪に利用された預金口座を凍結し、犯罪被害金を被

害者の申請により支払うことができるようになりました。しかし、

被害状況によっては被害金が全額戻ってくるとは限りません。何よ

り大切なことは詐欺の被害にあわないことなので、相手の言うこと

をうのみにせず、冷静な対応を心掛けましょう。

不審に感じたときは、早急に県消費生活センターや町消費者相談

窓口、または警察などに相談してください。

◆◇ワンポイント◇◆

振り込め詐欺被害者の救済について

相

談

ア
ド
バ
イ
ス

山口県警察本部では、平成17年から警察署の再

編整備を進めているところですが、平生警察署も平

成21年４月１日に柳井警察署へ統合される予定と

なりました。

統合後、現在の平生警察署は「柳井警察署平生幹

部交番」となり、運転免許の更新手続事務などは継

続して行うほか、住民のみなさんへのサービスの低

下や治安の悪化を招かないように、パトロール体制

を強化し、地域の安全・安心の拠点として、引き続

き街頭活動を行っていきます。ご理解とご協力をよ

ろしくお願いします。



12月19日、平生町消防団防火パトロール出発式

が町役場で行われ、辞令交付式と訓辞の後、各分団

は一斉に消防車で夜間のパトロールに出発しまし

た。

このパトロールは、火災予防を啓発するため、平

成11年から毎年、火災の起こりやすい年末に行っ

ており、今年もこの日から年末まで行われました。
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 富士山　　　12：00 上を向いて歩こう　　　17：00 夕やけこやけ　　　22：00 雪

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【１月】 納期限２月２日

町県民税　　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第７期
介護保険料　　　　　　第７期
後期高齢者医療保険料　第７期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　Tel（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　Tel（56）7113

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

２月４日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

２月４日水 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》

２月12日木 13：00～16：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

※当日検査結果がわかります（１日４人限定）

２月４日水 13：00～15：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

２月13日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

１月20日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：１月17日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310

「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

年末夜間防火パトロール
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講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

◇
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

医
師
か
ら
治
療
上
お
む
つ
を
使
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人

は
、
確
定
申
告
（
住
民
税
申
告
）
の

際
、
お
む
つ
の
費
用
に
つ
い
て
医
療

費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
こ
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人
は
、

医
師
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に

代
え
て
、
町
が
交
付
す
る
確
認
書
で

も
申
告
で
き
ま
す
。
確
認
書
は
、
町

が
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意
見

書
な
ど
か
ら
、
寝
た
き
り
状
態
で
、

尿
失
禁
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
場
合
に
交
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
控
除
を
初
め
て
受
け

る
人
お
よ
び
町
で
確
認
で
き
な
い
人

は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

◇
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交

付
申
請
に
つ
い
て

確
定
申
告
（
住
民
税
申
告
）
の
際
、

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
提
示

す
る
と
、
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
障

害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
）
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
状
態
に
該
当
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

【
障
害
者
控
除
対
象
者
】

①
身
体
障
害
者
（
３
〜
６
級
）
に
準

ず
る
障
害
が
あ
る
人

②
知
的
障
害
者
（
軽
度
・
中
度
）
に

準
ず
る
障
害
が
あ
る
人

【
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
】

①
身
体
障
害
者
（
１
・
２
級
）
に
準

ず
る
障
害
が
あ
る
人

②
知
的
障
害
者
（
重
度
）
に
準
ず
る

障
害
が
あ
る
人

③
ね
た
き
り
高
齢
者

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
身

テ
ー
マ
別
介
護
講
座
（
後
期
）

●
日
時

２
月
18
日
水
、
27
日
金
、

３
月
４
日
水
、
12
日
木
、
17
日
火

〔
計
５
回
〕

午
後
１
時
〜
４
時

●
開
催
場
所

山
口
県
周
防
大
島
介

護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

●
内
容

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
福

祉
用
具
の
使
用
方
法
、
衣
類
着
脱
・

移
乗
・
移
動
・
食
事
の
介
護
な
ど

●
対
象
者

在
宅
介
護
を
行
っ
て
い

る
人
や
介
護
に
興
味
が
あ
る
人
で
全

日
程
参
加
で
き
る
人

●
参
加
費

無
料
（
定
員
24
人
）

●
申
込
期
限
　
２
月
５
日
木

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

財
山
口
県
ひ
と
づ
く
り
財
団
　
山
口

県
周
防
大
島
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

Tel
０
８
２
０
（
７
９
）
２
３
０
０

町
で
は
新
た
な
財
源
確
保
の
た

め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
町
保
有
の
資
産
を
「
広
告
媒
体
」

と
し
て
民
間
企
業
な
ど
に
有
料
で
提

供
す
る
、
広
告
掲
載
事
業
を
来
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

平
成
21
年
度
に
お
け
る
対
象
広
告

媒
体
な
ら
び
に
募
集
対
象
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

●
広
告
媒
体

「
広
報
ひ
ら
お
」
お
よ
び
「
平
生

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

●
募
集
対
象

広
告
掲
載
を
取
り
扱
う
業
者

●
募
集
方
法

申
込
書
を
総
務
課
窓
口
に
提
出

（
郵
送
可
）

●
選
定
方
法

希
望
掲
載
料
に
よ
る
審
査

※
募
集
が
あ
り
次
第
終
了
、
ま
た
は

事
情
に
よ
り
募
集
を
中
断
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

広
告
掲
載
取
扱
業
者
を
募
集
し
ま
す

試
験
・
募
集

県
立
光
高
等
学
校
定
時
制
生
徒
募
集

●
修
業
年
限

４
年
ま
た
は
３
年

●
学
科

普
通
科

●
募
集
人
員

第
１
学
年：

40
人
、

第
２
〜
４
学
年：

各
10
人
程
度

◇
第
１
学
年

第
１
次
募
集
志
願
登

録
期
間
　
２
月
９
日
月
〜
13
日
金
午

前
10
時

◇
第
２
〜
４
学
年

出
願
期
間
　
３

月
18
日
水
〜
23
日
月
午
後
５
時
（
受

付
時
間
　
午
後
１
時
〜
５
時
）

■
問
合
せ
先

光
高
等
学
校
定
時
制

Tel
０
８
３
３
（
７
２
）
０
３
４
０

准
看
護
師
生
徒
募
集

●
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
み
含
む
）
、
あ
る
い

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
り

心
身
共
に
健
康
な
人

●
募
集
人
員

20
人
（
２
年
制
）

●
受
験
料

１
０
０
０
０
円

●
出
願
期
限

１
月
30
日
金

●
試
験
日

２
月
７
日
土

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

社
柳
井
医
師
会
附
属
柳
井
准
看
護

学
院Tel

（
２
２
）
３
０
２
９
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＜ 以下は広告欄です ＞

中
小
・
小
規
模
企
業
を
応
援
し
ま
す

●
緊
急
保
証
制
度
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
保
証
制
度
５
号
認
定
）
の
対
象

を
６
９
８
業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。

対
象
業
種
の
事
業
者
は
、
一
般
保

証
８
０
０
０
万
円
に
加
え
て
別
枠
で

８
０
０
０
万
円
（
担
保
が
あ
る
事
業

者
は
、
一
般
保
証
２
億
円
に
加
え
て

別
枠
で
２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を
利

用
で
き
ま
す
。

※
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.ch
u
sh
o
.m
eti.g
o
.jp
/

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度

は
、業
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

全
業
種
の
事
業
者
が
、
４
億
８
０

０
０
万
円
（
中
小
企
業
）
ま
た
は
４

８
０
０
万
円
（
小
規
模
企
業
）
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

中
国
経
済
産
業
局

産
業
部

中
小

企
業
課

Tel
０
８
２
（
２
２
４
）
５
６
６
１

おいでませ！山口国体・山口大会募金
（愛称：ちょるる募金）

平成23年に第66回国民体育大会（おいでませ！山口国体）を「県民の英知と情熱で創る　夢と感

動にあふれる国体」を基本目標として、48年ぶりに山口県で開催します。

また、第11回全国障害者スポーツ大会（おいでませ！山口大会）を国体に引き続き、国民の障害

に対する理解を深め、障害者の社会参加の推進に寄与することを目的に全国的な障害者スポーツの祭

典として開催します。

両大会を支え、盛り上げていく取組みとして、募金を実施することといたしました。

●募金の使途

両大会のボランティア活動や花いっぱい運動等国体

県民運動などの大会運営に活用させていただきます。

●募金の期間 平成23年10月31日月まで

●募金の種類

個人募金、募金箱募金、イベント募金、職場・職域

募金、企業・団体募金

（募金箱は、平生町体育館【Tel（56）6262】に

設置しています。）

◎おいでませ！山口国体

会期　平成23年10月１日土～11日火

平生町においては、平生町体育館で電動車椅子サ

ッカー競技が開催決定。

◎おいでませ！山口大会（全国障害者スポーツ大会）

会期　平成23年10月22日土～24日月

■問合せ先 おいでませ！山口国体・山口大会募金推進委員会　Tel083（933）4793

体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
な
ど
の
手
帳

を
有
し
て
い
る
人
は
、
手
帳
な
ど
に

よ
り
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
非
課
税
の

場
合
は
、控
除
の
必
要
が
な
い
た
め
、

認
定
書
の
交
付
も
特
に
不
要
で
す
。

□
各
申
請
方
法

健
康
福
祉
課
窓
口

に
印
章
持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場

健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５
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《１月16日～２月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
礒
部
美
波

平
生
中
学
校
　
宮
村
詩
織

「
う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い

花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る

平
生
町


